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は
じ
め
に

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
で
対
応
を
。」
―
こ
れ
は
、
分
立
す
る

国
際
労
働
運
動
が
統
一
を
果
た
す
際
の
動

機
づ
け
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
近
年
「
負
の
側
面
」
を
一
層

深
刻
化
さ
せ
る
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

す
る
に
は
、
二
分
さ
れ
た
国
際
労
働
運
動

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
統
一
し
た
社
会
的
拮

抗
勢
力
と
し
て
運
動
せ
ね
ば
、
労
働
者
の

利
益
は
守
れ
ず
、
公
正
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化

も
達
成
し
得
な
い
と
い
う
、
い
わ
ば
危
機

意
識
か
ら
発
す
る
方
策
で
あ
っ
た
と
も
言

え
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
統
一
組
織
、「
国
際
労
組
総
連
合

（
I
T
U
C
）」
が
発
足
し
た
の
は
2
0

0
6
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
な
、
労
働
戦
線
統
一
を
実
現
す
る
ま
で

に
、
組
織
的
に
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
な
流

れ
あ
っ
た
の
か
。
そ
し
て
世
界
同
時
不
況

下
の
今
日
、
国
際
労
働
運
動
は
ど
の
よ
う

な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

と
く
に
、
I
T
U
C
や
O
E
C
D
労

組
諮
問
委
員
会
（
T
U
A
C
）
と
共
に
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン（
G
U
）」
と
い
う

コ
モ
ン
・
フ
ロ
ン
ト
（
共
同
戦
線
）
を
形

成
す
る
国
際
産
別
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ

オ
ン
・
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン（
G
U
F
）」

の
役
割
や
課
題
は
何
か
。
す
な
わ
ち
国
際

金
属
労
連（
I
M
F
）
を
は
じ
め
G
U
F

の
10
組
織
は
、
連
帯
組
織
と
し
て
ど
の
よ

う
な
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
課
題
や
近
未

来
の
展
望
は
い
か
な
る
も
の
か
？

　

こ
う
し
た
論
点
を
中
心
に
、以
下
に
「
素

描
」
を
試
み
て
み
た
い
。

１ 

運
動
の
歴
史
的
流
れ
を

 　

見
る

　

イ
ギ
リ
ス
の
G

・

D

・

H
・
コ
ー
ル
は
、

「
18
世
紀
産
業
革
命
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
を
創
り
出
す
と
と
も
に
、
労
働
運
動
を

産
み
落
と
し
た
。」
と
記
述
し
た※１
。
け
だ
し

名
言
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
急
進
的
な
チ
ャ
ー
テ
ィ
ス
ト

運
動
な
ど
諸
々
の
闘
争
を
重
ね
つ
つ
、
労

働
者
階
級
の
結
社
と
し
て
労
働
組
合
は
草

創
期
に
入
っ
た
。
や
や
遅
れ
て
出
発
し
た

欧
州
大
陸
で
も
参
政
権
な
ど
政
治
的
・
社

会
的
権
利
の
要
求
や
、
と
く
に
賃
金
・
労

働
条
件
の
国
境
を
超
え
た
欧
州
大
の
上
位

平
準
化
や
、
連
帯
行
動
を
構
想
し
て
、
す

で
に
運
動
の
基
本
理
念
に
イ
ン
タ
ー
ナ

Ｉ
Ｍ
Ｆ–

Ｊ
Ｃ
顧
問　

小
島 

正
剛

特
集
2

番外編

国
際
労
働
運
動
の
潮
流

︱
萌
芽
期
か
ら
、

　

社
会
的
拮
抗
勢
力
の
構
築
へ
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シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム（
国
際
主
義
）の
萌
芽
を
内

包
し
て
い
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

第
一
イ
ン
タ
ー

　

当
時
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
主

導
し
た
の
は
、
労
働
組
合
を
含
む
社
会
主

義
運
動
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
や
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
構
想
に
よ
る
「
国
際
労
働
者
協
会

（
I
W
M
A
。
俗
に
第
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
）」
の
1
8
6
4
年
創
立
は
、
史
上
初

の
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
試
み
で
あ

り
、
労
働
運
動
の
思
想
的
前
進
に
大
き
な

イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
し
か
し
パ
リ
・

コ
ミ
ュ
ー
ン
の
敗
退
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
本
部
を
移
し
、
1
8
7
2
年
に
解
散
し

て
し
ま
う
。

　

こ
の
時
代
（
1
7
6
4–

1
8
7
6
年
）

は
、
労
働
組
合
の
基
礎
の
確
立
期
に
位
置

付
け
ら
れ
（
コ
ー
ル
）、
経
済
史
的
に
は
産

業
資
本
主
義
の
形
成
・
黄
金
期
に
符
合
す

る
と
み
て
よ
い
。

第
二
イ
ン
タ
ー

　

そ
の
後
、
イ
ギ
リ
ス
に
産
業
民
主
制
論

を
提
唱
し
た
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
が
発
足

す
る
な
ど
し
て
、
労
働
運
動
や
社
会
主
義

政
党
の
勢
い
が
高
揚
す
る
な
か
、
新
た

な
国
際
連
帯
組
織
の
必
要
性
が
高
ま
る
。

1
8
8
9
年
パ
リ
で
開
催
し
た
国
際
労

働
者
大
会
は
、
ベ
ル
ギ
ー
労
働
党
の
尽
力

で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
克
服
し
、
新
た

な
「
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
俗

に
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）」
の
発

足
を
決
定
し
た
。
折
し
も
フ
ラ
ン
ス
革
命

1
0
0
周
年
の
年
で
あ
っ
た
。

国
際
産
業
別
組
織
の
芽
生
え

　

1
8
9
1
年
、
そ
の
第
２
回
大
会
が
ブ

リ
ュ
ッ
セ
ル
で
開
催
さ
れ
る
と
、
出
席
し

た
木
材
、
金
属
、
繊
維
、
鉱
山
な
ど
各
産

業
か
ら
の
労
働
者
代
表
は
、
こ
の
機
会
を

奇
貨
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
産
業
別
に
会
議

を
開
き
、
国
際
的
な
情
報
交
換
や
連
帯
の

た
め
の
チ
ャ
ネ
ル
の

構
築
を
決
議
し
た
。

　

こ
う
し
て
I
M
F

や
国
際
運
輸
労
連

（
I
T
F
）
が
1
8
9

3
年
に
発
足
し
、
国

際
紡
績
労
連（
I
F

T
W
）
が
1
8
9
4

年
に
発
足
す
る
な

ど
、1
8
9
0–

1
9

1
0
年
の
間
に
大
半

の
国
際
産
業
別
組
織（
I
T
S
）が
誕
生
し

て
い
っ
た
。
1
8
8
9
年
の
国
際
印
刷
工

労
連
の
発
足
は
I
T
S
形
成
の
嚆
矢
で
あ

る
。

　

こ
れ
ら
初
期
に
お
け
る
I
T
S
は
、
こ

ぞ
っ
て
社
会
主
義
を
そ
の
指
導
理
念
と

し
、
主
た
る
活
動
は
、
国
境
を
超
え
る
情

報
交
換
（
英
独
仏
語
な
ど
）、
要
求
課
題
の

調
整
、
闘
争
時
の
相
互
支
援
な
ど
で
、
連

携
の
幅
も
広
が
っ
て
い
く
。

　

I
M
F
の
1
9
0
0
年
パ
リ
大
会
の
議

題
に
例
を
と
る
と
、
次
の
よ
う
な
案
件
が

見
え
る
。「
情
報
交
換
」、「
８
時
間
労
働
制
」、

「
組
織
化
支
援
」、「
国
境
を
超
え
て
事
業
展

開
し
ま
た
は
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
脅
迫
す
る

使
用
者
に
対
し
て
と
る
べ
き
、
超
国
家
的

な
産
業
行
動
そ
の
他
の
措
置
（
連
帯
基
金
、

ス
ト
破
り
対
策
）、「
労
働
条
件
の
高
位
平

準
化
」、「
若
年
労
働
者
の
職
業
訓
練
と
擁

護
」、「
不
公
正
な
生
産
・
労
働
慣
行
の
公

表
」、な
ど
で
あ
る
。さ
な
が
ら
、現
代
の
運

動
課
題
を
彷
彿
と
さ
せ
る
趣
き
が
あ
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
間
、
大
半
の

国
際
産
業
別
組
織
（
I
T
S
）の
書
記
局
は

社
会
主
義
運
動
の
高
揚
す
る
ド
イ
ツ
の
加

盟
組
織
に
置
か
れ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
は

従
っ
て
国
際
労
働
運
動
の
公
然
た
る
メ
ッ

カ
で
あ
っ
た
。

　

ち
な
み
に
、1
9
0
2
年
に
は
、ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
・
レ
ベ
ル
で
、
国
際
労
組

連
盟
書
記
局（
後
の
I
F
T
U
）が
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

1
9
1
0
年
時
点
で
、
32
の
I
T
S
が

存
在
し
た
と
記
録
に
あ
る
。
し
か
し
大
戦

勃
発
で
活
動
は
停
止
を
迫
ら
れ
る
。
各
国

労
働
運
動
も
反
戦
の
「
の
ろ
し
」
は
揚
げ

た
も
の
の
、
戦
争
を
阻
止
す
る
に
十
分
な

力
量
は
発
揮
し
え
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
社

会
民
主
党
の
例
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
労

働
者
政
党
も
愛
国
的
色
彩
を
強
め
、
一
時

的
に
せ
よ
労
働
者
の
国
際
連
帯
を
忘
却

し
、
労
働
者
も
ま
た
戦
雲
に
ま
き
こ
ま
れ

た
。

　

こ
の
時
代（
1
8
7
6–

1
9
1
4
年
）

は
、
労
働
運
動
高
揚
と
挫
折
の
時
期
で
あ

り
、
経
済
史
的
に
は
独
占
資
本
主
義
の
時

代
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
へ
の

移
行
期
に
符
合
す
る
と
み
て
よ
い
。

二
つ
の
大
戦
間
の
労
働
運
動

　

大
戦
後
、
新
情
勢
の
も
と
で
新
た
な
運

動
の
発
足
が
試
み
ら
れ
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
な
ど
が

国
際
産
業
別
組
織（
I
T
S
）の
書
記
局
所

在
地
と
な
っ
た
。1
9
2
0
年
代
初
め
に
は

I
T
S
間
の
組
織
統
合
が
徐
々
に
進
ん
だ
。

　

1
9
1
9
年
に
は
、
既
述
し
た
I
F
T

U（
俗
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
）や
、共
産
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル（
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
。
俗
に
第
三

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）な
ど
数
組
織
が
、

続
々
と
設
立
さ
れ
た
。

1893年 IMF結成大会の会場となった
スイス・チューリヒのシュヴァネン・ホテル
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I
L
O

　

ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
よ
る
国
際
労
働
機

関
（
I
L
O
）の
創
設（
1
9
1
9
年
）は
、

労
働
者
代
表
に
世
界
レ
ベ
ル
で
の
政
府
・

使
用
者
代
表
と
の
対
話
、
国
際
労
働
基
準

の
策
定
等
に
参
画
す
る
機
会
を
提
供
し

た
。
例
え
ば
、
国
際
運
輸
労
連（
I
T
F
）

は
1
9
2
1
年
の
段
階
で
合
同
海
事
委
員

会
を
設
置
し
て
、
I
L
O
活
動
に
大
き
な

比
重
を
占
め
た
。
後
の
中
核
的
労
働
条
約

は
、
世
界
の
基
準
と
な
る
。
こ
う
し
た
成

功
は
あ
っ
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で

の
間
に
お
け
る
政
治
的
・
経
済
的
動
勢
は
、

国
際
労
働
運
動
を
「
受
け
身
」
の
状
況
に

お
い
た
。
そ
し
て
、
大
恐
慌
が
猛
威
を
振

る
っ
た
の
で
あ
る
。　

　

労
働
運
動
は
社
会
主
義
（
含
社
会
民
主

主
義
）
派
と
共
産
主
義
派
と
の
対
立
で
分

断
さ
れ
、
共
産
党
支
配
の
ソ
連
国
家
成
立

は
、
国
際
労
働
運
動
の
分
裂
を
恒
常
化
さ

せ
る
も
う
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
。

　

1
9
2
0
年
に
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン

タ
ー
・
レ
ベ
ル
の
I
F
T
U
と
産
別
レ
ベ

ル
の
I
T
S
と
の
有
機
的
関
係
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

　

同
年
、
後
に
国
際
労
働
運
動
三
つ
の
潮

流
の
一
つ
と
な
る
国
際
労
連
（
W
C
L
）

の
前
身
、
国
際
キ
リ
ス
ト
教
労
連
が
発
足

し
て
い
る
。

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
猛
威

　

世
界
的
な
労
働
戦
線
統
一
の
欠
如
は
、

致
命
的
な
結
果
を
も
た
ら
す
。
1
9
2
0

年
代
半
ば
以
降
、国
家
社
会
主
義（
ナ
チ
ズ

ム
）、
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
フ
ァ
ラ
ン
ヘ
主
義
な

ど
の
足
音
が
欧
州
大
陸
を
席
巻
し
始
め
た
。

30
年
代
初
め
に
は
こ
う
し
た
体
制
は
主
要

国
の
労
働
組
合
組
織
を
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ

ク
に
破
壊
し
、
I
T
S
の
加
盟
組
織
を
解

体
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
経

営
者
の
労
組
敵
視
は
不
変
だ
っ
た
。

　

1
9
3
9
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃

発
は
、
再
び
国
際
労
働
運
動
の
展
開
を
停

止
さ
せ
た
。
と
く
に
ド
イ
ツ
占
領
軍
は
多

く
の
I
T
S
の
書
記
局
を
破
壊
し
た
。
一

部
I
T
S
は
中
立
国
や
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命

し
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
困
難
に
耐
え

た
。
亡
命
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
大
陸
か
ら

の
労
働
運
動
家
ら
は
、
ロ
ン
ド
ン
に
「
一

夜
の
宿
」
を
得
た
。
そ
の
た
め
、例
え
ば
こ

の
間
に
開
か
れ
た
I
M
F
イ
ギ
リ
ス
支
部

の
年
次
大
会
は
、
彼
ら
を
迎
え
て
国
際
色

が
横お
う
い
つ溢

し
、
さ
な
が
ら
国
際
会
議
の
様
相

を
呈
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
大
戦
間
の
労
働
運
動
の
時

代（
1
9
1
4‒

1
9
3
9
年
）は
、
経
済

史
的
に
は
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
、
国

家
独
占
資
本
主
義
の
時
期
に
符
合
す
る
と

し
て
よ
い
。

第
二
次
大
戦
後
の
労
働
運
動

W
F
T
U
の
結
成

　

終
戦
も
真
近
な
1
9
4
5
年
２
月
、
世

界
労
組
会
議
が
ロ
ン
ド
ン
で
開
か
れ
、
世

界
労
連（
W
F
T
U
）の
結
成
（
10
月
パ
リ
）

を
決
定
し
た
。
世
界
的
な
労
働
戦
線
の
統

一
で
あ
る
。
組
織
勢
力
は
56
ヵ
国
、
65
組

織
、
6
7
0
0
万
人
。
し
か
し
、
発
足
後

短
時
日
の
う
ち
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
対
立

や
、
労
働
組
合
の
役
割
、
政
党
と
の
関
係

な
ど
を
め
ぐ
る
抗
争
が
生
じ
、
組
織
運
営

の
阻
害
要
因
と
な
っ
た
。
I
T
S
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
め
ぐ
る
論
争
も
、
こ
う
し
た
対

立
の
大
き
な
部
分
を
占
め
た
。

自
律
性

　

す
な
わ
ち
、
ソ
連
の
組
織
と
そ
の
支
持

派
は
I
T
S
の
自
主
・
自
律
性
を
受
け
入

れ
ず
、
完
全
な
中
央
集
権
的
構
造
を
も
つ

W
F
T
U
を
仕
上
げ
る
べ
く
、
そ
の
下
部

機
構
と
し
て
I
T
S
を
組
み
入
れ
る
よ
う

要
求
し
た
の
だ
が
、
I
T
S
側
は
こ
れ
を

一
致
し
て
拒
否
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
組
織

を
よ
し
と
せ
ぬ
欧
米
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ

ン
タ
ー
も
I
T
S
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
支
持

し
た
の
で
あ
る
。

I
C
F
T
U
の
結
成

　

米
国
の
欧
州
経
済
復
興
計
画
（
マ
ー

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
）の
是
非
を
め
ぐ
る
対
立

も
生
じ
、
西
側
世
界
の
労
組
は
新
組
織
の

結
成
を
構
想
す
る
。
1
9
4
9
年
11
月
、

「
パ
ン
と
自
由
と
平
和
」
の
国
際
自
由
労
連

（
I
C
F
T
U
）が
発
足
し
た
。
組
織
勢
力

は
53
ヵ
国
、
59
組
織
、
4
8
0
0
万
人
で

あ
っ
た
。

　

そ
し
て
こ
の
と
き
も
、
各
I
T
S
は
同

じ
理
由
で
新
組
織
の
下
部
機
構
と
し
て
の

統
合
を
よ
し
と
し
な
か
っ
た
。1
9
5
1

年
の
第
２
回
I
C
F
T
U
世
界
大
会
で
も

I
T
S
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
不
変
で
あ
っ
た
。

ミ
ラ
ノ
協
定

　

こ
の
た
め
、
両
者
の
関
係
が
最
終
的
に

整
理
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
両
者
の
「
相
互
不
可
侵
・
自
主
独
立
・

連
携
」を
確
認
す
る「
ミ
ラ
ノ
協
定
」（
51
年
）

が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
改
訂

で
は
、
I
C
F
T
U
書
記
長
の
I
T
S
総

会
参
加
や
、
I
T
S
代
表
の
I
C
F
T
U

世
界
大
会
、
執
行
委
員
会
へ
の
参
加
な
ど

が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
討
論
に
参
加
す

る
権
利
を
保
有
す
る
が
、
議
決
権
は
持
た

な
い
、
な
ど
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。

I
T
S
の
拡
大

　

I
T
S
の
組
織
規
模
は
、
植
民
地
解
放

に
伴
な
い
、
発
展
途
上
国
の
労
働
運
動
が

徐
々
に
復
興
す
る
と
と
も
に
、
ユ
ー
ロ=

セ
ン
ト
リ
ッ
ク（
欧
州
中
心
的
）な
存
在
か

ら
各
大
陸
に
拡
大
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

地
域
組
織
機
構
を
確
立
し
、
あ
る
い
は
地

域
事
務
所
を
開
設
し
て
、
組
織
拡
大
、
あ

る
い
は
活
動
の
調
整
・
発
展
に
力
を
入
れ

た
。

　

I
M
F
が
東
京
に
日
本
連
絡
事
務
所

（
瀬
戸
一
郎
所
長
）を
開
設
し
た
の
は
、
57

年
の
こ
と
で
あ
る
。
７
年
の
オ
ル
グ
活
動

を
経
て
、
64
年
５
月
、
分
裂
す
る
ナ
シ
ョ
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ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
枠
を
超
え
て
I
M
F

日
本
協
議
会
（
J
C
）が
結
成
さ
れ
、
同

年
11
月
ウ
ィ
ー
ン
大
会
で
I
M
F
へ
の

「
一
括
加
盟
」
が
承
認
さ
れ
た
。

　

I
C
F
T
U
や
I
T
S
は
、
紆
余
曲
折

を
経
な
が
ら
も
組
織
的
な
拡
大
の
道
を
た

ど
っ
た
。
例
え
ば
I
M
F
は
、
戦
後
の

47
年
時
点
で
組
織
人
員
2
6
5
万
人
を
数

え
た
が
、
I
M
F‒

J
C
が
ホ
ス
ト
役
を

果
た
し
た
85
年
東
京
大
会
の
時
点
で
は
、

1
3
6
0
万
人
と
1
0
0
0
万
人
の
大
台

を
超
え
て
い
た
（
別
掲
グ
ラ
フ
）。

　

し
か
し
全
般
的
に
見
て
、
東
西
冷
戦
構

造
は
、
40
年
も
の
間
、
第
三
世
界
を
め
ぐ

る
東
西
の
組
織
競
合
に
関
与
さ
せ
、
少
な

か
ら
ぬ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
さ
せ
た
。
こ

の
間
、
中
ソ
対
立
に
よ
り
、
中
華
全
国

総
工
会
が
W
F
T
U
か
ら
除
名
さ
れ（
66

年
）、
西
欧
労
組
の
オ
ス
ト
・
ポ
リ
テ
ィ
ー

ク（
東
方
政
策
）を
め
ぐ
っ
て
米
国
の

A
F
L
・
C
I
O
が
I
C
F
T
U
を
脱
退

す
る
な
ど
の
波
乱
も
あ
っ
た（
69
年
）。

　

こ
の
間
、
国
際
労
働
運
動
は
、
I
C
F

T
U
、
W
F
T
U
、
そ
し
て
W
C
L
の
三

派
の
潮
流
に
分
裂
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

２  

冷
戦
構
造
の
崩
壊
以
降

　

し
か
し
、
東
西
冷
戦
構
造
の
崩
壊
は
、

た
ち
ま
ち
W
F
T
U
の
歴
史
的
役
割
を

終
焉
さ
せ
た
。
I
T
S
の
対
極
に
あ
っ
た

W
F
T
U
産
別
労
組
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル（
T
U
I
）も
自
動
的
に
瓦
解
し
た
か

ら
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る

I
T
S
の
責
任
と
役
割
は
さ
ら
に
拡
大
し

た
。
す
な
わ
ち
、90
年
代
に
は
、ロ
シ
ア
や

中
東
欧
の
旧
W
F
T
U
系
の
国
別
産
別
組

織
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
セ
ン
タ
ー
と
同
様

に
民
主
化
を
図
り
、
あ
る
い
は
新
生
の
民

主
労
組
が
発
足
し
て
、
続
々
と
該
当
す
る

I
T
S
に
復
帰
し
、
ま
た
は
新
規
に
加
盟

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
各
I
T
S
は

こ
う
し
て
、
さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織

へ
と
拡
大
し
た
の
で
あ
る
。

I
T
S
の
統
合
続
く

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
、
産
業
構
造

の
変
化
す
る
な
か
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
が

考
慮
さ
れ
て
、
90
年
代
に
入
る
と
多
く
の

I
T
S
が
組
織
統
合
に
踏
み
切
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
教
職
員
の
二
つ
の
組
織
に
よ
る

E
I
結
成（
93
年
）、
食
品
・
農
園
分
野
の

二
組
織
に
よ
る
I
U
F
結
成（
略
称
不
変
、

94
年
）、
化
学
・
鉱
山
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

の
二
組
織
に
よ
る
I
C
E
M
結
成（
96

年
）、
C
I
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
）
や

F
I
E
T
（
商
業
事
務
技
術
）な
ど
四
組

織
に
よ
る
U
N
I
結
成（
01
年
）、
木
材
・

建
設
分
野
の
二
組
織
に
よ
る
B
W
I
結
成

（
05
年
）
が
連
続
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
I
T
S
は
17
組
織
か
ら
10

組
織
へ
と
再
編
さ
れ
た
。

I
T
S
か
ら
G
U
F
へ

　

2
0
0
2
年
、
I
T
S
総
会
（
プ
ラ
ハ
）

は
、
歴
史
的
な
I
T
S
と
い
う
総
称
を
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
実
に
即
応
し
た
組
織

体
制
を
表
現
す
べ
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ

ニ
オ
ン
・
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン（
G
U
F
）」

と
改
称
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

３ 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の

態
勢
整
備

直
面
す
る
「
負
の
側
面
」

　

冷
戦
構
造
崩
壊
後
、
経
済
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
い
よ
い
よ
加
速
化
し
、
そ

の
「
負
の
側
面
」
が
際
立
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
労
働
条
件
の
「
底
辺
へ
の
競
争
」
は
、

「
労
働
の
世
界
」
を
混
乱
・
劣
化
・
疲
弊
さ

せ
、
社
会
格
差
を
拡
大
さ
せ
た
。
い
わ
ば
、

取
り
巻
く
環
境
は
国
際
労
働
運
動
に
と
っ

て
戦
後
最
大
級
と
い
え
る
挑
戦
が
不
可
避

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
た
。
は
た
し
て
労

働
運
動
は
膨
大
な
圧
力
の
も
と
で
、
社
会

的
拮
抗
勢
力
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
る

の
か
、と
い
う
危
機
感
も
排
除
し
え
な
か
っ

1893年 チューリッヒ 60,000
1896年 ロンドン 140,000
1900年 パリス 240,000

1904年 アムステルダム 440,000
1907年 ブルッセル 750,000
1910年 バーミンガム 770,000
1913年 ベルリン 980,000

1920年 コペンハーゲン 2,170,000
 1921年 ルツェルン 2,900,000
1924年 ウイーン 2,750,000
1927 年 パリス 1,550,000

1930 年 コペンハーゲン 1,900,000
 1934 年 ロンドン 720,000
1938 年 プラハ 190,000

1947年 コペンハーゲン 2,650,000
1951年 ブルゲンストック 6,000,000
1954年 チューリッヒ 7,300,000

1957年 ルガーノ 7,900,000

1961年 ローマ 8,250,000
1964年 ウィーン 9,300,000

1968年 チューリッヒ 10,000,000
1971年 ローザンヌ 10,700,000

1974年 ストックホルム 12,500,000
 1977年 ミュンヘン 13,500,000
1981年 ワシントン 13,300,000

1985年 東京 13,600,000
1989年 コペンハーゲン 12,700,000
 1993年 チューリッヒ 18,000,000

1997年 サンフランシスコ 19,000,000
2001年 シドニー

24,000,000
2005年 ウィーン

25,000,000
2009年 イェテボリ

25,000,000

グラフ：IMF組織人員数の推移



  2009 Summer IMF JC   12  2009 Summer IMF JC   12

た
。

　

運
動
の
分
裂
状
況
を
克
服
す
る
動
き
が

出
る
の
は
時
間
の
問
題
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

　

現
実
に
、I
C
F
T
U
と
W
C
L
と
は
、

例
え
ば
政
策
遂
行
に
お
い
て
、
I
L
O
や

世
界
貿
易
機
関（
W
T
O
）な
ど
、
各
種
国

際
機
関
へ
の
働
き
か
け
で
立
場
を
同
じ
く

し
、
共
同
行
動
も
積
み
重
ね
て
お
り
、
急

速
に
両
組
織
の
分
立
を
無
意
味
の
も
の
と

し
て
い
っ
た
。
加
え
て
、
す
で
に
、
欧
州

連
合（
E
U
）レ
ベ
ル
で
は
、
両
組
織
の
加

盟
組
合
が
、
す
で
に
自
律
組
織
で
あ
る
地

域
組
織
・
欧
州
労
連
（
E
T
U
C
。
後
述
）

に
加
盟
し
て
お
り
、
あ
る
意
味
組
織
統
一

は
先
行
し
て
い
た
。

　

一
方
、
両
組
織
と
も
、
統
一
を
促
す
も

ろ
も
ろ
の
要
因
を
内
包
し
て
い
た
。
い
わ

く
組
織
率
の
低
下
、
財
政
力
の
弱
化
、
結

集
力
の
弱
化
、
組
織
機
構
上
の
問
題
な
ど

で
あ
る
。
組
織
統
合
や
機
構
改
革
へ
の
熱

し
た
論
議
が
展
開
さ
れ
、
折
し
も
日
本
で

初
の
I
C
F
T
U
宮
崎
大
会
（
04
年
）
は
、

歴
史
的
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い

る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
処
す
る
に
は
労

働
運
動
の
代
表
性
を
強
化
、
拡
大
す
る
こ

と
が
必
須
の
要
件
」
と
の
確
認
を
し
た
の

だ
。「
職
場
に
身
近
な
グ
ロ
ー
バ
ル
組
織
」

の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

I
T
U
C
の
結
成

　

結
論
か
ら
言
え
ば
、
周
到
な
準
備
作

業
を
進
め
た
I
C
F
T
U
と
W
C
L
と

は
、
同
時
に
組
織
を
解
散
し
、
両
組
織
の

未
加
盟
組
織
に
も
働
き
か
け
て
、
同
じ
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
I
T
U
C
を
結

成
す
る
こ
と
と
し
た
。
発
足
は
2
0
0
6

年
11
月（
ウ
ィ
ー
ン
）で
あ
る
。
と
き
の
組

織
勢
力
は
1
5
4
ヵ
国
、
3
0
6
組
織
、

１
億
6
8
0
0
万
人
。
一
大
組
織
の
誕
生

で
あ
る
。

地
域
組
織

　

こ
こ
で
、
組
織
機
構
上
注
目
さ
れ
た

の
は
、
ま
ず
、
地
域
組
織
の
整
理
統
合

問
題
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
は

I
C
F
T
U
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
組
織

（
A
P
R
O
）が
地
域
の
社
会
的
側
面
の
確

保
な
ど
、
相
対
的
に
自
立
し
た
活
動
を
推

進
し
て
お
り
、
少
数
派
と
は
い
え
W
C
L

に
も
B
A
T
U
と
呼
ぶ
地
域
組
織
が
存
在

し
た
。
両
者
は
時
間
を
か
け
て
調
整
・
統

合
し
、
I
T
U
C
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
組

織（
A
P
）が
発
足
し
て
、整
理
統
合
が
な
っ

た
。
他
に
ア
フ
リ
カ
大
陸
と
米
州
の
地
域

組
織
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
（
G
U
）

　

も
う
一
つ
の
動
向
は
、
I
C
F
T
U
時

代
の
2
0
0
0
年
に
発
足
を
決
定
し
た
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン（
G
U
）の
そ
れ
で

あ
る
。
G
U
と
は
、
I
T
U
C
、
G
U
F
、

お
よ
び
O
E
C
D-

T
U
A
C
で
構
成
す

る
、い
わ
ば
「
コ
モ
ン
・
フ
ロ
ン
ト
（
共
同

戦
線
）」
で
あ
る
。
そ
の
機
能
を
整
理
し
、

G
U
協
議
会（
C
G
U
）を
立
ち
上
げ
、
事

務
局
も
常
設
す
る
と
の
I
C
F
T
U
本
部

（
当
時
）の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
、
若
干
の
異

論
が
提
示
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
各
組
織

が
財
政
の
厳
し
い
な
か
、
屋
上
屋
を
重
ね

る
こ
と
へ
の
異
見
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
各

組
織
と
C
G
U
の
活
動
と
の
重
複
を
避
け

る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
従
来
通
り
、
事

案
ご
と
に
予
算
措
置
を
講
じ
な
が
ら
機
能

的
な
連
携
を
強
め
る
べ
き
と
の
見
解
に
も

一
理
あ
る
。
あ
る
い
は
、
G
U
F
の
自
律

性
の
問
題
が
絡
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
I
M
F
は
、
C
G
U
に
は
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
の
立
場
に
あ
る
と
聞
き
及
ぶ
。

　

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、I
T
U
C
の
活
動

は
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

４ 

世
界
同
時
不
況
に

対
処
し
て

　

金
融
工
学
の
無
規
制
な
応
用
、
貪
欲
な

カ
ジ
ノ
資
本
主
義
の
行
き
過
ぎ
か
ら
生
じ

た
08
年
金
融
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
、
そ
の
実

体
経
済
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、
す
で
に
ほ

と
ん
ど
の
国
に
及
ん
で
、
い
わ
ば
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
状
態
に
あ
る
。
I
L
O
失
業
予
測

は
、
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
の
場
合
、
09
年
の

世
界
の
失
業
者
数
を
２
億
3
0
0
0
万

人
（
7

・

1
%
）と
、
4
0
0
0
万
人
増
加

の
可
能
性
を
示
し
た
。
比
較
可
能
な
91

年
以
降
で
は
最
悪
で
あ
る
。
貧
困
層
の
拡

大
も
顕
在
化
し
、
１
日
１
ド
ル
以
下
で

の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
人
び
と
が

５
億
2
7
0
0
万
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
推

計
も
あ
る
。

　

新
組
織
の
発
足
以
前
か
ら
「
公
正
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
を
求
め
て
き
た
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ユ
ニ
オ
ン（
G
U
）は
、
早
速
そ
う
し

た
グ
ロ
ー
バ
ル
危
機
に
対
処
す
べ
く
、
も

ろ
も
ろ
の
提
言
や
要
請
を
提
起
し
て
き

た
。

　

08
年
11
月
の
緊
急
G
20
ワ
シ
ン
ト
ン
・

サ
ミ
ッ
ト
に
対
し
て
は
、
①
実
体
経
済
の

た
め
の
協
調
的
回
復
計
画
「
グ
リ
ー
ン
・

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融

ガ
バ
ナ
ン
ス
、
④
公
正
な
分
配
の
危
機
と

の
闘
い
な
ど
を
中
心
と
す
る
提
言
を
提
起

し
、
政
策
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
て
い

る
。

　

09
年
４
月
の
第
２
回
G
20（
ロ
ン
ド
ン
・

サ
ミ
ッ
ト
）
を
前
に
開
い
た
G
８
、
G
14

雇
用
・
労
働
大
臣
会
議
（
ロ
ー
マ
「
社
会IMF100 周年記念世界大会（1993 年、チューリヒ）
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労
働
サ
ミ
ッ
ト
」）
に
対
し
て
は
、
危
機
克

服
の
具
体
策
を
提
起
し
た
。
主
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
①
景
気
回
復
策
に
は
、
雇
用
創
出

効
果
の
最
大
化
、
積
極
的
労
働
市
場
政
策

の
推
進
、
社
会
的
安
全
網
の
拡
大
を
織
り

込
み
、
世
界
経
済
を
「
低
炭
素
」
の
成
長

軌
道
に
乗
せ
る
べ
く
、「
グ
リ
ー
ン
経
済
」

へ
の
投
資
を
強
化
す
る
、
②
社
会
保
障
の

確
立
、
③
賃
金
デ
フ
レ
の
リ
ス
ク
と
闘
い
、

所
得
格
差
拡
大
阻
止
の
た
め
、
団
体
交
渉

の
対
象
範
囲
拡
大
と
、
賃
金
決
定
制
度
の

強
化
に
よ
り
、
労
働
市
場
に
適
切
な
最
低

基
準
を
設
定
す
る
、
④
「
グ
リ
ー
ン
・
ジ
ョ

ブ
」
を
発
展
さ
せ
、
C
O
P
15
に
お
け
る

気
候
変
動
対
策
の
現
実
的
な
国
際
的
合
意

づ
く
り
を
促
進
す
る
、
⑤
各
国
際
機
関
を

改
革
し
、
強
力
な
社
会
的
側
面
を
組
み
込

ん
だ
「
効
果
的
で
説
明
責
任
の
あ
る
グ

ロ
ー
バ
ル
な
経
済
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
を
構
築

す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
っ
た※２
。

　

こ
の
提
言
を
受
け
た
雇
用
・
労
働
大
臣

会
議
は
、「
人
間
を
第
一
に
」
と
題
し
、
危

機
の
人
間
的
側
面
に
と
も
に
立
ち
向
う
決

意
や
、「
危
機
へ
の
対
処
の
カ
ギ
と
な
る
戦

略
」
を
議
長
総
括
で
確
認
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
「
危
機
克
服
に
は
、
金
融
・

経
済
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
雇
用
対
策
を

は
じ
め
社
会
的
側
面
を
重
視
・
包
含
し
た

統
合
的
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
必
要
で
あ

り
、
各
国
共
同
で
採
用
・
実
施
さ
れ
る
べ

き
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
考
え
方
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン（
G
U
）の
政
策

提
言
と
一
致
す
る
も
の
で
、
新
し
い
グ

ロ
ー
バ
ル
経
済
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
築
に
も
つ

な
が
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。」
と
は
、
あ

る
信
頼
す
べ
き
専
門
家
の
言
で
あ
る※３
。

　

こ
の
ロ
ー
マ
「
社
会
・
労
働
サ
ミ
ッ
ト
」

の
到
達
点
を
踏
ま
え
、G
U
は
G
20
ロ
ン

ド
ン
・
サ
ミ
ッ
ト
に
提
言
・
要
請
を
提
起

し
た
の
で
あ
る
。

　

09
年
７
月
の
G
8（
ラ
ク
イ
ラ
・
サ
ミ
ッ

ト
）
で
も
G
U
は
、
事
前
に
発
し
た
声
明

に
基
づ
き
、
①
雇
用
と
所
得
の
拡
大
に
よ

る
持
続
的
成
長
施
策
、
②
金
融
シ
ス
テ
ム
、

財
政
お
よ
び
税
制
の
修
復
な
ど
、５
項
目

の
提
言
を
お
こ
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
提
起
の
最
終
的
な
成
否
は
、

G
U
構
成
組
織
の
各
国
加
盟
組
織
が
、
あ

げ
て
自
国
政
府
と
の
実
効
あ
る
協
議
・
交

渉
を
い
か
に
推
し
進
め
る
か
に
も
か
か
っ

て
い
る
。

５ 

G
U
F
の
ア
ク
シ
ョ
ン

　

右
に
国
際
組
織
の
活
動
の
一
端
を
見

た
。
そ
こ
で
、　

そ
の
一
翼
を
担
う
国
際

産
別
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ユ
ニ
オ
ン
・
フ
ェ

デ
レ
ー
シ
ョ
ン（
G
U
F
）」
自
体
の
活
動

の
有
り
よ
う
は
ど
う
か
。

　

組
織
に
よ
り
多
様
な
展
開
が
見
ら
れ
る

が
、
以
下
に
そ
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
も
い

う
べ
き
行
動
様
式
を
列
記
し
て
み
よ
う
。

（
順
不
同
）

①
G
U
F
お
よ
び
G
U
と
し
て
の
、
政

府
間
機
関
に
対
す
る
公
式
・
非
公
式
の
代

表
性
（
既
述
）、
ロ
ビ
ー
活
動
な
ど
、
②
情

報
の
集
積
と
発
信
、
③
調
査
と
分
析
、
政

策
立
案
、
④
加
盟
組
織
の
紛
争
に
係
わ
る

国
際
連
帯
行
動
（
多
様
な
形
態
：
情
報
資

料
収
集
の
支
援
・
協
力
、
抗
議
行
動
の
展

開
：
書
簡
・
フ
ァ
ク
ス
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
当
該
企
業
の
在
外
事
業
所
に
お
け
る

抗
議
・
残
業
拒
否
、
デ
モ
、
広
報
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
ま
た
は
製
品
ボ
イ
コ
ッ
ト
、

I
L
O
へ
の
提
訴
、
O
E
C
D
へ
の
要
請
、

さ
ら
に
は
世
界
ア
ク
シ
ョ
ン
・
デ
ー
の
展

開
、
等
々
）、
⑤
各
種
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
、
児
童
労
働
、
H
I
V

／
エ
イ
ズ
、等
々
）、⑥
組
合
建
設
協
力
（
教

育
・
訓
練
）、
⑦
世
界
レ
ベ
ル
で
の
使
用
者

団
体
と
の
協
定
締
結
（
後
述
）、
⑧
多
国
籍

企
業
対
策
（
デ
ー
タ
バ
ン
ク
整
備
、
定
期

的
協
議
、
国
際
枠
組
み
協
定
I
F
A
の

締
結
、
連
帯
行
動
、
等
々
）、
⑨
加
盟
組
織

の
国
際
開
発
協
力
活
動
へ
の
協
力
、
⑩
適

切
な
N
G
O
と
の
協
力
・
連
携
（
世
界
社

会
フ
ォ
ー
ラ
ム
W
S
F
、
な
ど
）、
⑪
課

題
別
の
G
U
F
間
、
G
U
に
お
け
る
連
携
、

⑫
広
報
活
動
、な
ど
で
あ
る
。
組
織
に
よ
っ

て
異
な
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

お
お
む
ね
、
G
U
F
の
運
動
方
針
と
し

て
は
、
I
T
S
時
代
か
ら
「
平
和
」、「
産

業
政
策
」
な
ど
課
題
別
の
、
格
調
高
い

「
決
議
文
」
が
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
。
I
M
F
の
場
合
、
結
成
ゆ
か
り
の
地
、

チ
ュ
ー
リ
ヒ
で
93
年
に
開
催
し
た
1
0
0

周
年
記
念
大
会
を
機
に
、
こ
れ
を
「
目
標

達
成
型
」
の
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
切
り
替
え
た
。
こ
の
こ
と
は
、
連
帯
行

動
に
さ
ら
な
る
推
進
力
を
加
え
る
こ
と
に

な
っ
た
。「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

は
、
目
標
が
「
具
体
的
」
で
「
達
成
可
能
」

で
あ
り
、「
測
定
が
可
能
」
と
い
う
三
つ
の

要
件
を
備
え
た
。

　

09
年
の
I
M
F
イ
ェ
テ
ボ
リ
大
会
が
採

択
し
た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

2
0
0
9‒

2
0
1
3
年
を
対
象
と
し
て

い
る
。

　

内
容
は
、
周
知
の
通
り
、
①
「
I
M
F

の
使
命
」、
②
「
世
界
の
現
状
」、
③
「
行

動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
」
の
３
部
構

成
で
あ
る
。

　

③
の
「
行
動
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
」

は
、
未
組
織
の
組
織
化
を
柱
と
す
る
強
力

な
全
国
組
合
の
構
築
、
団
体
交
渉
（
法
的

障
害
の
排
除
を
含
む
）、
労
働
者
の
諸
権
利

の
擁
護
・
権
利
平
等
、
職
場
の
安
全
・
衛
生
、

多
国
籍
企
業
に
対
す
る
対
抗
勢
力
の
構
築

（
グ
ロ
ー
バ
ル
連
帯
、
国
際
枠
組
み
協
定
締

結
に
よ
る
基
本
権
推
進
）、
さ
ら
に
は
持
続

可
能
な
貿
易
・
開
発
・
雇
用
を
求
め
る
闘

い
、
な
ど
の
課
題
を
列
記
し
て
い
る
。
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課
題
と
展
望

　

国
際
労
働
運
動
、
と
く
に
G
U
F
の
当

面
す
る
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
、

近
未
来
の
展
望
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。
順

不
同
だ
が
、
組
織
面
か
ら
み
て
み
よ
う
。

さ
ら
な
る
G
U
F
統
合
か

　

ま
ず
、
さ
ら
な
る
G
U
F
間
の
組
織
統

合
の
事
案
が
浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

拙
速
は
論
外
だ
が
、
統
合
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
二
分
に
検
討
す
る

な
ど
、
周
到
な
準
備
作
業
が
必
要
と
な
る
。

　

長
期
的
に
は
G
U
F
は
統
合
が
進
む

と
５
組
織
ぐ
ら
い
に
収
斂
す
る
と
す
る
見

方
も
あ
る
。
一
つ
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
①
製

造
業
お
よ
び
素
材
産
業
部
門（
含
エ
ネ
ル

ギ
ー
）、
②
運
輸
通
信
業
部
門
、
③
サ
ー
ビ

ス
業
部
門（
含
高
度
専
門
技
術
、
金
融
な

ど
）、
④
公
務
・
自
治
体
サ
ー
ビ
ス
部
門
、

⑤
そ
の
他
一
般
合
同
部
門
な
ど
の
、
五
つ

な
い
し
六
つ
の
ス
ー
パ
ー
G
U
F
の
出
現

で
あ
る
。
は
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

組
織
統
合
で
は
、
90
年
代
以
降
先
行
し

た
既
述
の
G
U
F
の
ケ
ー
ス
が
参
考
に
な

ろ
う
。
組
織
勢
力
の
拡
大
で
、
機
能
的
に

は
従
前
の
G
U
F
の
組
織
範
囲
ご
と
に
部

会
方
式
を
と
る
組
織
も
あ
る
。
内
外
に
お

け
る
部
会
の
自
律
性
な
ど
学
ぶ
べ
き
点
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
近
年
国
別
組
織
の
統
合
も
進
み
、

さ
ら
に
は
水
面
下
で
欧
米
両
大
陸
を
ま
た

い
で
、
複
数
の
国
別
産
別
組
織
が
統
合
す

る
動
き
を
示
す
な
ど
、
統
一
へ
の
方
向
性

は
多
様
に
見
ら
れ
よ
う
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
対
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

　

国
際
主
義
と
地
域
主
義
の
相
克
と
い

う
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
が
、
欧
州
労

連（
E
T
U
C
）の
存
在
は
注
目
を
呼
ぶ
。

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ（
社
会
的
欧

州
）」の
建
設
を
目
指
す
E
T
U
C
は
、
リ

ス
ボ
ン
雇
用
戦
略
を
含
む
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
社
会
経
済
政
策
決
定
へ
の
参
画
な
ど
、

E
U
対
策
を
中
心
と
し
て
、
欧
州
大
の
活

動
を
展
開
し
て
い
る
。「
欧
州
労
使
協
議
会

（
E
W
C
）指
令
」
等
の
指
令
採
択
や
改
定

な
ど
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ダ
イ
ア
ロ
グ（
社
会

的
対
話
）を
軸
と
し
た
前
進
は
注
目
に
値
し

よ
う
。

　

そ
の
E
T
U
C
の
加
盟
組
織
は
同
時

に
I
T
U
C
加
盟
組
織
で
も
あ
る
が
、

E
T
U
C
は
I
T
U
C
の
地
域
組
織
で
は

な
い
。
そ
の
た
め
、
か
れ
ら
が
い
ず
れ
に

力
点
を
置
く
か
に
つ
い
て
は
注
目
が
集
ま

る
道
理
だ
。
そ
う
で
な
く
て
も
I
T
U
C

や
G
U
F
が
、
人
材
配
置
を
含
め
欧
州
流

の
や
り
方
を
採
る
な
ど
、
欧
州
中
心
主
義

と
の
評
を
な
す
向
き
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
も
あ
る
と
聞
き
及
ぶ
。
欧
州
勢
の
猛

省
は
必
要
だ
が
、
か
れ
ら
の
果
た
し
て
き

た
先
進
的
な
役
割
や
実
績
を
真
摯
に
振
り

返
る
と
き
、
む
し
ろ
途
上
国
組
織
が
着
実

に
力
量
を
強
化
し
、
発
言
力
を
高
め
る
こ

と
が
肝
要
の
よ
う
に
思
え
る
の
だ
が
、
ど

う
で
あ
ろ
う
。

分
権
化
の
是
非

　

一
部
の
G
U
F
は
、
地
域
組
織
を
設
置

し
て
一
定
の
分
権
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

一
部
は
地
域
事
務
所
は
置
く
も
の
の
地
域

組
織
を
も
た
ず
、
機
能
的
に
加
盟
組
織
が

連
携
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
後
者
に

お
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
補
強
要
素
と
し
て
、
地
域
へ
の
一
定
の

「
分
権
化
」
を
容
認
す
る
こ
と
も
検
討
課
題

に
な
る
と
み
ら
れ
る
。「
多
元
性
、
多
様
性

の
な
か
の
統
一
」
の
可
能
性
が
試
さ
れ
よ

う
。
地
域
経
済
統
合
の
進
捗
に
対
し
て
は
、

地
域
社
会
の
民
主
化
、
産
業
・
経
済
民
主

化
に
関
係
諸
国
労
組
の
結
束
が
必
須
だ
か

ら
で
あ
る
。
A
S
E
A
N
、
A
P
E
C
な

ど
、
多
様
な
進
展
は
そ
れ
を
促
す
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
G
U
F
の
枠
内
に
お
け
る
調
整

が
必
須
の
条
件
で
あ
る
。「
社
会
的
欧
州
」

を
目
指
す
E
T
U
C
や
各
欧
州
産
別
労
連

（
E
I
F
）の
行
き
方
も
、
独
自
モ
デ
ル
の

一
つ
と
し
て
検
討
す
る
価
値
は
あ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
対
話
・
交
渉

　

長
期
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
団
体
交
渉

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
検
討
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
一
つ
の
方
向
性
は
、
業
種
別

の
国
際
レ
ベ
ル
交
渉
で
あ
る
。
先
行
的
な

ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
I
T
F
が
、
国
際
海

事
使
用
者
連
盟
（
I
M
E
C
。
43
ヵ
国
、40

社
、
６
万
人
）と
の
間
に
締
結
し
た
最
初
の

国
際
賃
金
・
労
働
条
件
協
定（
2
0
0
0
年
）

が
言
及
に
値
し
よ
う
。
海
運
と
い
う
産
業

の
特
性
を
重
視
し
た
取
り
組
み
と
し
て
示

唆
に
富
む
。

　

I
C
E
M
と
世
界
塩
業
協
会（
W
C
C
。

９
社
）と
の
共
同
声
明（
合
意
書
）や
、
I

U
F
と
国
際
た
ば
こ
栽
培
業
連
盟
（
I
T

G
A
）と
の
協
定
な
ど
は
、
雇
用
安
定
、
労

組
承
認
、
児
童
労
働
の
廃
絶
な
ど
、
注
目

す
べ
き
合
意
を
謳
っ
て
い
る
。

ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
の
団
交

　

産
業
構
造
の
変
化
が
、
組
織
再
編
と
併

せ
て
団
体
交
渉
に
も
微
妙
な
イ
ン
パ
ク
ト

を
与
え
て
い
る
こ
と
は
自
明
だ
が
、
欧
州

に
見
る
よ
う
に
一
部
国
境
を
接
す
る
地
域

に
あ
っ
て
は
、
複
数
加
盟
組
合
間
の
ク
ロ

ス
・
ボ
ー
ダ
ー
、
国
際
的
「
共
闘
」
が
す
で

に
進
ん
で
お
り
、
い
ず
れ
も
G
U
F
に
調

整
役
を
期
待
す
る
声
が
出
て
く
る
可
能
性
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が
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
北
米
で
は
、
か
な
り
の
産

別
が
米
国
と
カ
ナ
ダ
に
ま
た
が
る
組
織
に

な
っ
て
お
り
、
ク
ロ
ス
・
ボ
ー
ダ
ー
で
機

能
し
て
先
進
的
で
あ
る
（
全
米
合
同
鉄
鋼

労
組
、
な
ど
）。
地
域
や
組
織
の
事
情
に
よ

り
、
一
律
に
は
論
じ
ら
れ
ぬ
が
、
他
地
域

に
お
い
て
は
こ
う
し
た
分
野
で
地
域
組
織

機
構
や
地
域
事
務
所
の
調
整
的
役
割
が
拡

大
す
る
だ
ろ
う
。

多
国
籍
企
業
対
策

　

多
国
籍
企
業
対
策
は
、
G
U
F
の
主
要

任
務
の
一
つ
で
あ
る
。
企
業
行
動
規
範
と

し
て
、
労
使
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
対
話
・
交
渉

で
締
結
す
る
「
国
際
枠
組
み
協
定
（
I
F

A
）」
ま
た
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
枠
組
み
協
定

（
G
F
A
）」
は
、
近
未
来
に
お
い
て
一
層

重
要
性
を
増
す
で
あ
ろ
う
。
協
定
は
、
持

続
的
成
長
の
確
保
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
基
本

権
遵
守
を
柱
と
す
る
「
ウ
ィ
ン=

ウ
ィ

ン
」
の
協
定
で
あ
り
、
法
的
に
規
制
の
強

い
地
域
や
国
に
お
い
て
も
、
基
本
権
の
確

立
に
寄
与
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
と

G
U
F
と
の
協
定
締
結
で
あ
る
だ
け
に
価

値
が
あ
る
。
必
要
に
応
じ
、
関
連
す
る
欧

州
労
使
協
議
会（
E
W
C
）と
の
連
携
も
有

効
と
な
ろ
う
。

　

組
織
に
よ
っ
て
は
世
界
企
業
別
協
議
会

を
も
っ
て
お
り
、そ
の
活
性
化
が
望
ま
れ
る
。

財
政
事
情

　

G
U
F
の
一
般
的
に
厳
し
い
財
政
事
情

は
、
も
う
一
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
る
。
背

景
に
は
雇
用
減
や
不
安
定
雇
用
な
ど
雇
用

形
態
の
多
様
化
か
ら
く
る
組
合
員
数
の
減

少
、
組
織
率
の
低
下
な
ど
の
要
因
が
絡
み
、

各
国
加
盟
組
織
の
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
事
情
が
あ
る
。
加
え
て
、
組
織
は
拡

大
し
た
も
の
の
、
ロ
シ
ア
、
中
東
欧
、
発

展
途
上
国
の
労
組
が
財
政
難
か
ら
発
す
る

支
援
要
請
が
後
を
絶
た
な
い
。
コ
ス
ト
効

率
の
検
討
は
必
須
だ
が
、
会
費
値
上
げ
へ

の
圧
力
は
強
ま
ろ
う
。　
　

ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ
ル
な
価
値

　

国
際
労
働
運
動
の
初
期
に
、
そ
の
理
念

が
社
会
主
義
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
そ
し
て
現
在
は
多
元
的
社
会
が
出

現
し
て
い
る
が
、
社
会
民
主
主
義
が
主
流

を
な
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。

国
別
の
運
動
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
北
欧

や
欧
州
の
例
に
見
る
ま
で
も
な
く
、
労
働

党
や
社
会
民
主
党
な
ど
革
新
系
政
党
と
の

連
携
は
高
福
祉
社
会
を
建
設
し
た
。
し
か

し
い
ま
そ
の
実
像
は
や
や
劣
化
し
つ
つ
あ

る
。
ポ
ス
ト
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
状
況
に

あ
っ
て
、
労
働
者
・
市
民
に
公
正
な
、
ワ
ー

ク
フ
ェ
ア
社
会
を
確
立
す
る
に
は
、
よ
り

強
大
な
労
働
運
動
の
復
権
が
カ
ギ
を
握

る
。
か
れ
ら
の
支
え
る
国
際
労
働
運
動
も

そ
れ
に
応
じ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け

る
拮
抗
勢
力
と
し
て
の
力
量
を
増
す
こ
と

に
な
る
。

　

そ
し
て
運
動
の
座
標
軸
に
は
す
ぐ
れ
て

●ＩＭＦ−ＪＣ顧問

小島正剛
こじま・せいごう

６０年ＩＭＦ日本事務所に入職以
来、ＪＣ事務局長代理、ＪＣ国際
局長、ＪＣ副議長（国際委員長）（以
上兼務）、ＩＭＦ地域代表を務め
るなど国際労働運動一筋。９８年
ＪＣ顧問に。日本労働ペンクラブ
会員他。主要著書「海外労働アラ
カルト」他。

人
権
が
あ
り
、
産
業
・
職
場
に
お
け
る
労

働
者
の
基
本
権
が
あ
る
。
I
L
O
の
中
核

的
労
働
基
準（
C
L
S
）は
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
サ

ル
・
ヴ
ァ
リ
ュ
ー（
普
遍
的
価
値
）
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
国
で
遵
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

こ
れ
な
く
し
て
は
、
運
動
の
基
盤
も
損
な

わ
れ
、
公
正
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

は
望
む
べ
く
も
な
い
。
I
L
O
で
合
意
さ

れ
た
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
」
推
進

の
基
盤
で
も
あ
る
。

お
わ
り
に

国
際
運
動
は
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
時
代

　

グ
ロ
ー
バ
ル
危
機
は
、
一
国
の
経
済
が

完
全
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
み
せ
た
。

そ
し
て「
危
機
」は
稀
有
の「
機
会
」と
な
っ

た
。
労
働
者
に
雇
用
が
世
界
市
場
と
直
接
・

間
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
直
感
さ

せ
る
と
と
も
に
、
組
合
組
織
の
価
値
を
再

確
認
さ
せ
、
未
組
織
・
不
安
定
雇
用
労
働

者
に
権
利
意
識
を
覚
醒
さ
せ
た
。

　

ま
た
、
す
で
に
G
U
F
加
盟
の
国
別
組

織
に
と
っ
て
、「
国
際
問
題
は
海
の
向
こ
う

の
こ
と
で
、
プ
ロ
パ
ー
の
組
織
や
担
当
ス

タ
ッ
フ
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
」
と
い
う

風
潮
を
過
去
の
も
の
と
し
た
。
現
代
の
労

働
運
動
は
国
内
だ
け
で
完
結
し
な
い
。
国

際
活
動
と
の
線
引
き
を
無
意
味
に
し
て
い

る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
、
深
く
認
識
す
る

時
が
来
て
い
る
。
労
働
者
に
身
近
な
組
織

を
謳
う
I
T
U
C
の
結
成
は
そ
の
回
答
で

あ
っ
た
ろ
う
し
、
I
M
F
の
「
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
そ
の
達
成
目
標

を
示
し
て
い
る
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
考
え
、
ロ
ー
カ
ル
に
行

動
す
る
。」
と
は
、
マ
レ
ン
タ
ッ
キ
I
M
F

書
記
長
が
好
ん
だ
フ
レ
ー
ズ
だ
が
、
そ
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
そ
う
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
。（
了
）
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